
 ５ 時代に合った地域をつくる 

新たな価値を創り、未来を切り拓くための取組を展開 

○世界に誇る貴重な自然の認知度不足 → 世界ジオパーク認定に向けた活動強化（P69） 

○豊富に点在する魅力的な地域資源の → 滞在型周遊ルートの構築（P70） 
  有効活用  サイクリング王国わかやま（P71) 

地域の再興 

課題 新政策 

 まちなか居住人口の減少や商店街の衰退に伴う空き家・空き地の増加 

 磨き上げることで将来の発展につながる豊富な地域資源の未発掘・未活用 

 次代を担う人材を育成するために、地域や学校が果たすべき役割の増大 

心を惹きつける地域とそこで活躍する人材を創造することが必要 

○基本的な生活習慣や家庭学習が定着 → 学校と地域が一体となった教育体制の構築 
  していないなど、家庭の教育力が低下  （P74） 

○いじめや不登校等の増加 → 不登校等総合対策（P75）   

学校教育の 
充実 

課題 新政策 

○中心市街地の空洞化 → 都市空間の再構築戦略の推進（P67） 

○管理が必要となる空き家の増加 → 空き家対策の促進（P68）   
まちの再生 

課題 新政策 

62



 ５ 時代に合った地域をつくる 

  平成29年度 546.1億円 （平成28年度 569.4億円 ▲23.3億円） 

 公共インフラ整備 

H28 480.9億円 

↓ 
H29 446.5億円 

    （▲34.4億円） 

• 京奈和自動車道等の整備に係る国事業
負担金分減（▲43.3億円） 

• サイクリングロード整備 
（＋4.4億円） 

 地域活性化 

H28 22.3億円 

↓ 
H29 28.9億円 

    （＋6.6億円） 

• 都市空間の再構築 
（＋201百万円） 

• 南紀熊野ジオパークセンターの整備 
（＋64百万円） 

• ６次産業化を推進する施設整備等 
（＋73百万円） 

 教育・文化・ 
 スポーツの充実 

H28 65.2億円 

↓ 
H29 69.8億円 

    （＋4.6億円） 

• 学校と地域が連携した教育の推進 
（＋41百万円） 

• 南葵音楽文庫を活用した文化力向上 
（＋57百万円） 

増 

増 

増 

増 

増 

減 

増 
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 ５ 時代に合った地域をつくる 

公共インフラの整備 

①道路網の整備 
企業立地や産業振興、活力ある地域づくりなど将来のチャンスを保障するものと
して、また、南海トラフ巨大地震などの大規模災害への備えとして、高速道路及
び県内の幹線道路を早期に整備する。これにより、県内主要都市間の２時間移動
を可能とするとともに、県内各地のどこからどこへでも概ね３時間で移動できる
「県内３時間移動」を実現する。 

◇高速道路ネットワーク等の早期整備 

・高速道路ネットワーク等 43.9億円（87.2億円） 
近畿自動車道紀勢線や県内の直轄国道の改良などに要する直轄事業負担金 

◇県内外の一体的発展に寄与する幹線道路の整備推進 

・幹線道路網 131.9億円（149.9億円） 
県内主要都市間をつなぐX軸・川筋ネットワーク道路をさらに強化するなど、
高速道路と内陸部との連携を図る幹線道路網を重点的に整備 
 [国道168号五條新宮道路(H29新規)、国道370号(阪井バイパス)、 
泉佐野岩出線外１線（岩出橋）など] 

・府県間道路 23.2億円（18.8億円） 
大阪府及び近畿圏との交流、連携を強化する道路の整備 

 [国道371号（新紀見トンネル）など] 

・ICアクセス道路 60.1億円（42.4億円） 
高速道路の供用に合わせたアクセス道路の整備 

 [和歌山橋本線（和田～吉礼）、白浜温泉線など] 

◇都市内道路及び基本的生活に不可欠な道路の整備推進 

・都市内道路 3.0億円 （9.4億円） 
都市部の渋滞解消、交通の円滑化を図る都市計画道路の整備 

・基本的生活に不可欠な道路 18.0億円（15.5億円） 
あと少しの整備で効果の出る道路、防災・交通安全に不可欠な道路の整備 

◇構想路線の具体化 

・「京奈和自動車道の第二阪和国道への延伸」や「（仮称）京奈和関空連絡道路」 
 の具体化 8,000（2,000）  

 

 

 ◆新規 ◇拡充 ◇継続 
  

・金額単位のないものは千円単位 

・（   ）内は昨年度当初予算額 

「ひと」・「もの」の流れを活性化する交通ネットワーク 

②港湾の整備 

◆クルーズ客船の寄港促進【再掲】105,200（-）P66 
大型クルーズ客船を誘致するため、施設改良や受入環境整備を進めるとともに 
誘致活動を強化 
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 ５ 時代に合った地域をつくる 

まちの再生 

◇都市空間の再構築戦略の推進 506,124（305,480）P67 
都市の活性化のため、商業・医療・教育文化などの都市機能を集約し、まちなか
居住を誘導する再開発を支援 

◇空き家対策の促進 12,442（12,342）P68 
防災・衛生・景観等、地域住民の生活に影響を及ぼす空き家について、物件の
状態に応じた対策を促進 

地域の再興 

◇ユネスコ世界ジオパーク認定に向けた取組の推進 106,033（42,253）P69 
「南紀熊野ジオパーク」のユネスコ世界ジオパーク認定に向けて、ジオサイトを対
象とした研究・教育活動を強化し、拠点を整備 

◆滞在型周遊ルートの構築【再掲】54,000（-）P70 
熊野地域を訪れる観光客の滞在の長期化を図るため、新たな見どころの創出や
受入体制の整備に取り組み、周遊拡大につながる滞在型周遊ルートを構築 

◆サイクリング王国わかやま【再掲】31,515（-）P71 
地域の魅力を満喫できる周遊ルートのサイクリング環境を充実し、「サイクリング
王国わかやま」を全国に発信 

◇サイクリングロードの整備【再掲】 711,945（268,675） 
観光振興及び地域活性化を図るため、安全で快適なサイクリングロードを整備 

◇グリーンツーリズム・ブルーツーリズム推進【再掲】 
23,510（2,891） 

農林水産業と観光業を融合したグリーンツーリズム・ブルーツーリズムを推進す
るため、地域が主体となって進める体験・交流施設等の整備や情報発信活動等
を支援 

◇生物多様性和歌山戦略の推進 40,816（32,098） 
和歌山県の生物多様性を保全するため、里地・里山環境の保全に取り組む団
体を支援するなど、「生物多様性和歌山戦略」を推進 

◇世界農業遺産の推進 6,456（-） 
「みなべ・田辺の梅システム」の世界農業遺産認定を地域の活性化に活用 
 
 

 
 

文化・芸術・スポーツの振興 

◆和歌山の文化力向上 8,918（-） 
平成33年度に和歌山で開催する「国民文化祭」「全国障害者芸術・文化祭」「全
国高等学校総合文化祭」 の成功に向け、文化力向上のための取組を推進 

◆南葵音楽文庫 57,067（-）P72 
紀州徳川家に縁のある音楽文化資源「南葵音楽文庫」を研究・評価・普及し、 
音楽文化に親しむ機会を充実 

◇和歌山県の先人・偉人の顕彰 13,390（9,950） 
本県出身の偉大な先人「陸奥宗光」の没後１２０年を記念し、シンポジウムを開
催するなど、本県の先人・偉人の功績を顕彰 

◆さぁ スポーツだ！プロジェクト 7,000 （-）P73 
健康で心豊かにすごすため、「生涯にわたってスポーツに親しむ」気運を醸成す
る啓発を行うとともに、スポーツに触れあう機会を創出 

学校教育の充実 

◇きのくに学力向上総合戦略 39,050（31,061） 
子どもの学力のさらなる向上を図るため、家庭教育の啓発や学習活動をサポー
トするための外部人材の配置など、地域と連携した新たな取組を推進 

◇きのくにコミュニティスクール推進 【再掲】49,035（12,259）P74 
学校や地域が抱える様々な課題を解決するため、学校と地域が連携した取組を
推進 

◆ＩＣＴ活用教育推進プロジェクト 6,351（-） 
教員のＩＣＴ活用指導力を向上させるための研修を実施 

◇道徳教育・ふるさと教育の推進 
和歌山県独自の道徳教科書「心のとびら」「希望へのかけはし」を活用した道徳
教育や、ふるさと教科書「わかやま何でも帳」を活用したふるさと教育を推進 

◇不登校等総合対策【再掲】 315,486（189,275）P75 
不登校の解消に向け、未然防止、早期発見・早期対応、学校復帰までの各段
階に応じた取組を総合的に実施 

◇学校図書館の充実 3,149（1,000）P76 
児童生徒の読書活動を定着させるため、学校図書館の昼休み・放課後の全校
開館に向けた人員配置を促進するとともに、蔵書を充実 

 

 ◆新規 ◇拡充 ◇継続 
  

・金額単位のないものは千円単位 

・（   ）内は昨年度当初予算額 
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クルーズ客船の寄港促進 

県土整備部 港湾空港振興課 [2420] 
      港湾漁港整備課 [3157] 

平成29年度：105,200千円 
        （新規） 

大型クルーズ客船を誘致するため、施設改良など受入環境の整備を進めるとともに 
誘致活動を強化 

２ クルーズ客船誘致活動の強化 

１ 受入環境の整備 

■「和歌山クルーズ振興協議会（仮称）」を設立し、 

       県内市町村等と連携して誘致を実施 
      ・海外見本市などへの出展  
      ・国内外の船社へのセールス 
      ・外国船社のキーマンの招請    

■寄港時の補助制度を創設 

     上限1,000千円／回 （対象経費の１／２以内） 
     対象経費：水先料、曳船料など 

■新宮港における７万トン級クルーズ客船の受入のための泊地しゅんせつ等 
            （平成28年度補正予算も併せて活用） 

コスタ・ビクトリア（75,166t） 
全長：253m  定員：1,928人 

2016 マイアミ見本市 
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都市空間の再構築戦略の推進 

県土整備部 都市政策課 [3233] 

都市の活性化のため、商業・医療・教育文化などの都市機能を集約し、 
まちなか居住を誘導する市街地の再開発を支援 

平成29年度に取り組むプロジェクト 

和歌山市駅前地区 
   市民図書館・商業・ホテルを整備 

１ 友田町四丁目地区（和歌山駅周辺） 
    医療・商業・住宅を整備  

北汀丁地区（和歌山城周辺） 
    福祉・専門学校・住宅を整備 

平成29年度：506,124千円 
     （305,480千円）                  

２ 

３ 

▶ 調査・設計費、土地整備費、建設工事費 
  について支援を実施 

将来のプロジェクトに向けた取組     

高齢者や子育て世帯が健康で幸せに暮らせるスマートウェルネス型まちづくりを促進するため、 
関係機関（市・住宅・医療・福祉等）への啓発とマッチングを実施 

不動産業界と構築する協力体制の下、遊休不動産情報を一元化して公開 

１ 

２ 

新規 
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防災・衛生・景観等、地域住民の生活に影響を及ぼす空き家について、
物件の状態に応じた対策を促進 

１ 中古住宅の流通 ▶ 『どんどん使う』 

空き家対策の促進 平成29年度：12,442千円 
     （12,342千円） 

県土整備部 建築住宅課 [3184] 

○インスペクション（建物状況調査）の普及・啓発 

○宅建業者への販売・賃貸促進に関する啓発活動 [新規] 

○「マイホーム借上げ制度（JTI）」の活用促進 

○空き家耐震化費用の一部補助 

２ 空き家の適正管理 ▶ 『そのままキープ』 

３ 管理不十分な空き家の除却・修繕 ▶ 『新しく使う』 

○和歌山県空家等対策推進協議会が策定した特定空家等の判断基準に基づいて、 
  市町村が空き家対策を推進 

○空き家所有者への適正管理に関する啓発活動 [新規] 

○『空き家の管理代行サービス』の体制づくり [新規] 
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  国際的な研究発表を期待できる活動への研究費助成 

  【効果】 地質的価値の裏付けとなる研究成果の構築 

 国際的な認知度の向上 

 

  中学生向けジオテキストや映像教材の作成 

  【効果】 ジオサイトを活用した教育活動の促進 

 自然、地域学習への興味関心の向上  

ユネスコ世界ジオパーク認定に向けた取組の推進 

環境生活部 自然環境室［2690］ 

平成29年度：106,033千円 
       （42,253千円） 

 「南紀熊野ジオパーク」のユネスコ世界ジオパーク認定に向けて、 

 ジオサイトを対象とした研究・教育活動を強化し、拠点を整備 

ユネスコ世界ジオパークへ!! 

本州最南端の串本町潮岬に、ジオパークの情報発信や 
調査研究の拠点となる施設を建設（平成31年度完成予定） 

古座川の一枚岩 

１ 公募型研究助成 

２ 教育活動推進 

３ 南紀熊野ジオパークセンターの整備 

   【南紀熊野ジオパーク】 

 新宮市、白浜町、上富田町、 
 すさみ町、那智勝浦町、太地町、 
 古座川町、北山村、串本町及び 
 奈良県十津川村の一部のエリア 
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平成29年度：54,000千円 
        （新規） 

 熊野地域を訪れる観光客の滞在の長期化を図るため、周遊拡大につながる 

 「滞在型周遊ルート」を構築 

①日本遺産「鯨とともに生きる」の活用 

●日本遺産の常設展の整備 

新たな見どころの創出 

商工観光労働部 観光振興課［2777］ 

メイン拠点：道の駅たいじ（平成29年度オープン予定） 

サテライト拠点：新宮市、那智勝浦町、串本町の観光協会等 

受入体制の整備 

●古式捕鯨のシンボル「勢子舟」の復元に着手 

②熊野古道沿いの見どころの整備【3年計画】 

③大辺路ルートのトイレ整備【３年計画】 

滞在型周遊ルートの構築 

〔整備箇所〕祓殿地区経塚、道湯川地区内集落跡など 
はらいど 

● 

中辺路ルート 

大辺路ルート 

捕鯨にまつわる 
「河内祭の御舟行事」 

③トイレ整備（6箇所） 

● 
① 

② 

祓殿地区経塚 
はらいど 
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サイクリング王国わかやま 

企画部     地域政策課［2371］ 
商工観光労働部 観光振興課［2775］ 

平成29年度：31,515千円 
       （新規） 

 地域の魅力を満喫できる周遊ルートのサイクリング環境を充実し、 
「サイクリング王国わかやま」を全国に発信 

海岸ルート 
紀南ルート 

紀北ルート 

湯浅の街並み 

橋杭岩 白崎海岸 

高野山 

１ 周遊ルート周辺の案内ツール作成 

  ルート周辺の観光ポイントやサイクルステーションなど 
  を検索できるWEBサイト（スマホ対応）を作成 

２ サイクルステーションの拡充 

  エアポンプの貸し出し等のサービスを行う飲食店等を 
  サイクルステーションとして認定し、WEBサイトでPR 

３ サイクリングイベントの開催 

  「わかやまサイクリングフェスタ」を1000人規模 に拡大 
 

４ 国内・海外プロモーション 

  有名メーカーとのタイアップ等により国内外にPＲ 
 

５ 観光施設の整備  

  サイクリストが気軽に立ち寄れるよう駐輪場整備等を 
  支援 

紀中ルート 
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南葵音楽文庫 

企画部   文化学術課［2052］ 
教育委員会 生涯学習課［3720］ 

平成29年度：57,067千円 
        （新規） 

 南葵音楽文庫とは･･･ 
  紀州徳川家第16代当主徳川頼貞が収集した西洋音楽関連コレクション（楽譜、書簡、書籍の約２万点） 
  公益財団法人読売日本交響楽団から寄託 

 ■調査・研究  資料整理・目録のデータ化 

   専門職員による調査・研究 

 ■公開     博物館での展覧会 

   図書館での展示・閲覧 

 ■記念イベント  読売日本交響楽団コンサート 

   

Ⓒ読売日本交響楽団 

紀州徳川家に縁のある音楽文化資源「南葵（なんき）音楽文庫」を研究・評価・普及
し、音楽文化に親しむ機会を充実 

カテゴリー 内   容 

最重要資料 
98点 

ベートーベンの自筆楽譜 
リストの自筆楽譜 
ヘンデル自筆の音楽論 など 
（主に世界に唯一無二のもの） 

重要資料 
790点 

ベートーベンの第九の初版 
楽譜 
15世紀後半の出版物 など 

その他 
19,443点 

古い音楽書や楽譜 など 
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さぁ スポーツだ！プロジェクト 

教育委員会 スポーツ課［3698］ 

平成29年度：7,000千円 
        （新規） 

健康で心豊かにすごすため、「生涯にわたってスポーツに親しむ」気運を醸成 

関西ワールドマスターズゲームズ2021への参加、スポーツ人口の増加 

 
 
 
・家族や友人と気軽に参加 
・田辺スポーツパーク内周回コース 
・1チーム4～10人 10～35km 

 
 

  

 
・未経験者でも気軽に参加 
 ダンススポーツ、バドミントン 
 ボート、自転車、オリエンテーリング 
 アーチェリー など 

マスターズスポーツ体験会 

２ スポーツにふれ合う機会の創出 
        

 
日時 平成29年10月～平成30年3月 
場所 田辺スポーツパーク、和歌山ビッグホエール 他 
     

リレーマラソン 

3 マスターズスポーツ大会への参加促進 
県内開催の各種スポーツ大会を「関西マスターズスポーツフェスティバル」と冠称 

１ 体育協会や競技団体を通じた呼びかけの実施 
                「スポーツをやってみよう！」 

わかやまスポーツフェスタ２０１７の開催 
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きのくにコミュニティスクール推進 
平成29年度：49,035千円 

       （12,259千円） 

学校や地域が抱える様々な課題を解決するため、学校と地域が連携した取組を推進 

 
 
 

 
 
 
 
 
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

学 校 

学校から地域への要請 

家庭教育の啓発 
放課後の学習支援 
郷土学習などの協力 等 

  地域行事への参画 
 まちづくりへの参画 
 地域合同避難訓練 等  
    

 
 

校  長 
 
 

学校運営協議会 共育コミュニティ 

 学校運営の基本方針の承認 
  課題解決のための具体的な手立てを協議 
  『報告会』の実施 

地域から学校への要請 

H29～H31の3ヶ年で、県内全ての学校において、きのくにコミュニティスクールを導入 

（活動例） 
 子どもの居場所づくり 
 本の読み聞かせ 
 登下校の見守り 

 

地 域 

説明 意見 

＜構成員＞ 
共育コミュニティ代表・保護者代表・企業
代表・他校種校長 等 

＜構成員＞ 
コーディネーター、学校支援ボランティア  

きのくにコミュニティスクール 

教育委員会 義務教育課［3661］ 
      県立学校教育課［3686］ 
      生涯学習課［3721］ 

学力の向上、いじめ・不登校などの教育課題の解決、地域の活性化 
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不登校等総合対策 

教育委員会 義務教育課 ［3661］ 
       県立学校教育課［3686］ 

平成29年度：315,486千円 
       （189,275千円） 

 不登校の解消に向け、未然防止、早期発見・早期対応、学校復帰までの 
 各段階に応じた取組を総合的に実施 

不登校児童生徒の減少 

 プロジェクトチーム 
 の設置 

  不登校に特化した教員研修の実施 

   スクールカウンセラーの拡充 

   スクールソーシャルワーカーの拡充 

   保護者向けマニュアル作成 

   不登校児童生徒支援員の配置 

   「ＳＯＳダイヤル」の設置 

   学習相談室の設置 

   適応指導教室の拡充支援 

臨床心理士の割合アップ、配置校の拡充 

（２４時間電話対応） 

社会福祉士の割合アップ、配置市町村の拡充 

不登校児童生徒の学力の不安をサポート 

不登校対策に係る施策について、 
専門家を加え、検証と進捗管理を実施 

新 

拡 

登校支援、別室登校における学習支援 

教職員向けマニュアルの徹底 

拡 

学
校
復
帰
支
援 

新 

新 

新 

早 
期 
発 
見 
・ 
早 
期 
対 
応 

未
然
防
止 

新 
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昼休み・放課後の全校開館、読書活動の習慣化 

学校図書館の充実 

教育委員会 生涯学習課［3720］ 
      義務教育課［3662］ 

平成29年度：3,149千円 
      （1,000千円） 

読書活動を定着させるため、学校図書館の充実と活用促進 

～さぁ 本を読もう 図書館へ行こう～ 

    

 
 

 
 

 

 
  
 

学校図書館の充実 
  
 
 
 

    

           
学校図書館ボランティア研修会 
読書ボランティア団体との連携 

  
           
     

 
学校図書館担当教員研修会 
学校司書研修会 
学校司書配置促進 
     

（活動例） 
 読み聞かせ、推薦図書の紹介 

ボランティアの活用促進 蔵書の充実 

リサイクル図書寄贈ボランティア活動 

 

    

指導力の向上 

新 新 
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